
・市バスや⺠間路線バスの本数の少なさ
・年⾦⽣活者にとってサブスク料⾦の⽀払が困難な状況

事業実施主体
【共創プラットフォーム】 井⽥いきいきタクシー活性化プラットフォーム
【運送事業主体】 井⽥いきいきタクシー運⾏協議会

※⾃家⽤有償旅客運送の運⾏主体
【共創パートナー】 井⽥屋（企業組合）、⽯⾒交通（バス事業） 等

「交通」 × 「まちづくり」（島根県⼤⽥市）

地域経営エコシステムで支える過疎地域の公共交通事業

地域課題

実証事業の内容

今後の展開

・スマホを持たない利⽤者に代わって、地元の医院や⾏政機関等でいきいきタク
シーの代理予約ができる配⾞アプリの実証実験。
・AIオンデマンド交通（いきいきタクシー）の利⽤者を対象として、路線バスの割
引チケットを⽯⾒交通が発⾏することで、デマンド交通との接続を強化。
・都会で離れて暮らす⼦ども世代が、井⽥地区で暮らす親世代のサブスク料⾦
を負担することができる「仕送りサブスク」を構築。
・地域企業組合の井⽥屋は、特産品加⼯や焼き⾁のタレ販売事業で得た利
益を、デマンド交通の運⾏経費に充当し、ファイナンス⾯で⽀援。

・地域経営エコシステム（井⽥いきいきタクシーを中⼼とし、地元の運⾏事業者、
企業、⾏政などのプレーヤーが参画する地域エコシステム）へ参画するプレー
ヤーを増やし、各役割に応じた⽀援を⾏いながら地域住⺠の⽣活機能を⽀え
る⽣活プラットフォームを構築する
・いきいきタクシーの“継続運⾏”と企業組合井⽥屋の“さらなる収益獲得”を⽬
指し、収益の運⾏経費充当も含めた更なるファイナンスの確保等。

＜事業スキーム＞

＜TAKUZO概要＞


